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第五章第五章第五章第五章 

結論と結論と結論と結論と今後今後今後今後の課題の課題の課題の課題 

 

 

A. 結論 

データ出所で「第 1－3 のめだかの学校の漫画、第１―２のおし

ゃべりな時間割の漫画、月間雑誌・修羅の刻、『みんなの日本語 I』、

『みんなの日本語 II』、『始めよう日本語初級 I』、『始めよう日本

語初級 II』、『Livin Japanese』、『日本語中級 I』、序段じゃない

の映画、太陽と海の教室の映画、最後の約束のドラマ、ちび丸子ちゃ

んのドラマと My Girl のドラマ」から取っているデータに基づいて、

発話で使用する「ちょっと」は話し手と相手に関して発語内行為の機

能を持っている。  

本研究で見付けるデータを分析して、まとめは以下のようであ

る。  

1. 日本語で「ちょっと」を使用する発話の発語内行為の機能。 

日本語で「ちょっと」を使用する発話の発語内行為の機能はいろい 

ろある。分析したデータから持っている発語内行為の機能は以下の 

ようである。 

a. 断りを断言する 

b. 活動を断言する（自己または内の人の） 
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c. 相手の賞賛に対して謙譲を断言する 

d. 要請する 

e. 命令する 

f. 状態を断言する (自己内の人の状態) 

g. 意見を断言する 

h. 感情を断言する  

i. 推薦する 

j. 理由を断言する 

k. 誘うする  

ほかの言葉で言うと、上のようにいろいろな発語内行為の機能を持

っている発話で「ちょっと」を使用される。新しい結果は以下であ

る。 

l. 活動を断言する（自己または内の人の） 

m. 相手の賞賛に対して謙譲を断言する 

n. 状態を断言する (自己内の人の状態) 

o. 感情を断言する  

p. 推薦する 

q. 理由を断言する 
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2. 日本語の発話で「ちょっと」を使用するの現れるポライトネス原則。 

本研究、日本語の発話で「ちょっと」を使用するのポライトネス原

則が三つある。データを分析して、現れるポライトネス原則は気配

りの原則、謙遜の原則、是認の原則である。 

 

3. 日本語の発話で「ちょっと」を使用するの丁寧さの程度。 

本研究、日本語発話で「ちょっと」を使用して、現れる丁寧さの程

度は二つある。そのような丁寧さの程度は経費―利益の程度と間接

の程度である。 

日本語の発話で「ちょっと」を使用するとポライトネス原則

の関係は「ちょっと」を使用すると、話し手が気配りの原則、謙遜

の原則、是認の原則を与えたいことがある。 

発話で「ちょっと」を使用する理由は話し手と相手の気持ち

を保ったい、相手に負担させないように「ちょっと」を使用する。

また直接な発話を避けるように使用する 

基礎的で「ちょっと」は「少し」、「少ない」、「多くな

い」と同じ意味を持っている。「ちょっと」を使用する発話はその

ような発話を弱くする意図が持っている。弱いことの意味は言って

いる発話が相手にあまり負担にならないことである、また発話が相

手に重い責任にならないの印象を持っている。「ちょっと」を使用

するで発話は柔らかくし（soft）、相手の感情を害さないように守
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ることである。命令する と誘うする分で「ちょっと」を使用する

と話し手は相手にあまり強制しなくて負担させない印象を持つ。 

本研究で「ちょっと」を使用するのはくっついて発話で力を

あげると結論される。発話で「「ちょっと」を使用すると話し手と

相手の良い関係を守る意図がある。またそのような力は発話がもっ

とも丁寧になる。断言する時に使用すると発話がもっとも柔らかく

して、発話が謙譲になって、誘うすることを弱くして、命令するこ

との負担を小さくすると感じられる。 

 

B. 今後の課題  

 述べている本研究に基づいて、筆者は以下のよう いくらか推薦を

与える。 

1. 日本語の授業において、特に「ちょっと」の教え方である。教科書

で「ちょっと」を使用するの発話が多くあるので、「ちょっと」を

教えるのは語用論のアプロッチで行なって見たほうがよういである。 

2. 日本語の授業において、本研究の結果を証明したほうがよい。それ

で本研究の結果で学生たちが「ちょっと」を使用するの理解はよく

なるかどうが調査する。 

3. 後研究者のために、「ちょっと」を使用する発話の発語外行為の機

能を研究したい。 


